
様式１（主な取組）

【 】担当部課 【連絡先】 知事公室沖縄県平和祈念資料館 関連URL －

　子どもたちの学びの機会としての平和学習の充実
に取り組むため、沖縄県平和祈念資料館による平
和講話等を実施する。

県,関係団体

沖縄県平和祈念資料館による平和講話の実施

県内学校向け平和講話利用案内説明会の回数（累計）

１回 １回（２回） １回（３回）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R7 R8 R9

主な取組 平和講話の実施 対応する成果指標 平和祈念資料館による平和講話等の実施学校数

施策の方向
・沖縄戦の実相と教訓を正しく次世代に伝えていくため、沖縄戦の調査研究を進めるとともに、子どもたちの学びの機会としての平和学習の充実
に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 4-(1)-イ 沖縄戦の実相・教訓の次世代継承
施 策 ①平和学習の推進及び次世代への継承

施策の小項目名 ○平和学習の充実



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

順調

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　令和７年４月に予定通り実施したことから、順調と判定した。なお、令和７年度からは、平和祈念資料館に来館することが難しい学校向けにオンデマンド配信も行った。

令和7年度の取組改善案 反映状況

○引き続き、受講者のニーズを踏まえた対応に務める。
令和６年度は対面式に加え、資料提供を行ったが、令和７年度からはオンデマンド配信も
行い、来館が難しい受講者への対応を充実させた。

R6年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B
　県内学校向け平和講話の実施と、県内学校向け
平和祈念資料館利用案内説明会を１回実施した。

― ― 1回 １回 100.0%

令和7年度活動内容 令和8年度活動計画

　県内学校向け平和講話の実施と、県内学校向け平和祈念資料
館利用案内説明会（１回）を実施した。

　県内学校向け平和講話の実施と、県内学校向け平和祈念資料
館利用案内説明会（１回）を実施する。

活動指標名
県内学校向け平和講話利用案内説
明会の回数（累計）

R7年度
進捗状況

実績値

R5年度

実施方法 当初予算額

県単等 その他 29,840 30,920 県単等 その他 34,284

主な財源 実施方法
R6年度 R7年度 R8年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 平和祈念資料館展示活動事業 予算事業名 平和祈念資料館展示活動事業



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他内部要因
(改善余地の検証等)

　県内学校向け平和祈念資料館利用案内説明会では、受講者
のニーズを踏まえた対応を行った。アンケートにおいては、
教諭から平和学習に対する意識が変わったという感想もいた
だいた。

④ 創意工夫による取
組の改善(合理化・効
率化)

　引き続き、受講者のニーズを踏まえた対応に取り組む。



様式１（主な取組）

【 098-894-2226 】担当部課 【連絡先】 知事公室平和・地域外交推進課 関連URL －

　対馬丸事件を通して悲惨な沖縄戦の歴史を正しく
継承していくため、沖縄県内の小中学生が対馬丸
事件の生存者や犠牲者の流れ着いた鹿児島県大
島郡宇検村を訪れる。 
　また、対馬丸事件の歴史を通して戦争の悲惨さと
平和の尊さを学ぶとともに、同地域および周辺地域
の小中学生と交流する。

県

対馬丸事件を通して平和の尊さを学び、奄美大島と沖縄県の子ども達との交流を図る

交流事業本研修の参加者数（累計）

30人 30人（60人） 30人（90人）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R7 R8 R9

主な取組 対馬丸平和学習交流事業の実施 対応する成果指標 平和祈念資料館による平和講話等の実施学校数

施策の方向
・沖縄戦の実相と教訓を正しく次世代に伝えていくため、沖縄戦の調査研究を進めるとともに、子どもたちの学びの機会としての平和学習の充実
に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 4-(1)-イ 沖縄戦の実相・教訓の次世代継承
施 策 ①平和学習の推進及び次世代への継承

施策の小項目名 ○平和学習の充実



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

順調

R6年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B
　悲惨な沖縄戦の歴史を正しく継承していくた
め、沖縄県内の小中学生が対馬丸事件に関係する
奄美大島宇検村を訪れ、事件の歴史を通して戦争
の悲惨さと平和の尊さを学び、奄美大島の小中学
生と交流する

― ― 30人 30人 100.0%

令和7年度活動内容 令和8年度活動計画

　沖縄戦と対馬丸の概要について学ぶ事前研修、沖縄県側、奄
美側の両参加者で平和について交流する本研修、本研修の整理
を事後研修を実施した。

活動指標名
交流事業本研修の参加者数（累
計）

R7年度
進捗状況

実績値

R5年度

実施方法 当初予算額

県単等 直接実施 6,186 6,041 ― ―

主な財源 実施方法
R6年度 R7年度 R8年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 対馬丸平和学習交流事業 予算事業名



様式１（主な取組）

 (２)これまでの改善案の反映状況

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑧ その他外部要因
(改善余地の検証等)

　国において対馬丸事件等を通した平和学習が行われてお
り、県事業の内容と重複する。県として国との役割分担を明
確にし、効率的に事業を実施する必要がある。 ① 執行体制の改善

　R7年度で事業を廃止する。国の事業などを踏まえ、継続で
きる取組については平和啓発プロモーション事業に統合す
る。

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　沖縄県の参加者は資料館見学や学芸員の講話を通して沖縄戦と対馬丸事件の概要を学び、奄美大島の参加者は対馬丸事件から沖縄戦の流れや奄美の戦争の歴史を学ぶととも
に、両地域が交流する意義を理解した。 
　また、平和構築への主体性をはぐくむプログラムを実施し、沖縄県側は事後研修において研修で得た学びや気付きを整理し、相手に伝える取り組みを行った。事業について目
標30人に対し実績30人、『順調』と判定

令和7年度の取組改善案 反映状況

研修終了証を早めに配布する。 前年度より研修終了証の配布が遅いという指摘を受けて研修最終日に配布した。



様式１（主な取組）

【 098-894-2226 】担当部課 【連絡先】 知事公室平和・地域外交推進課 関連URL －

　児童生徒および学生を対象に、沖縄県平和祈念
資料館に蓄積されている資料や沖縄平和学習アー
カイブサイト等を活用して沖縄戦の実相を学習する
ワークショップを開催する。 
　本ワークショップを通して、平和を希求する「沖縄
のこころ」の理解を深めることを目的とする。

県

小・中・高・大学における平和学習ワークショップの実施

ワークショップの実施校数（累計）

９校 ９校（18校） ９校（27校）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R7 R8 R9

主な取組 平和学習ワークショップの開催 対応する成果指標 平和祈念資料館による平和講話等の実施学校数

施策の方向
・沖縄戦の実相と教訓を正しく次世代に伝えていくため、沖縄戦の調査研究を進めるとともに、子どもたちの学びの機会としての平和学習の充実
に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 4-(1)-イ 沖縄戦の実相・教訓の次世代継承
施 策 ①平和学習の推進及び次世代への継承

施策の小項目名 ○平和学習の充実



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

順調

R6年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B
　沖縄の戦前、戦中、戦後の「暮らし」に焦点を
当てて当時の様子がわかる写真資料を活用し、時
代ごとの状況比較や自分自身の暮らしとの比較を
することで、自分事として考える取り組みをグ
ループワーク形式で行う。

― ― 16校 ９校 100.0%

令和7年度活動内容 令和8年度活動計画

　写真を使ったクイズを通し「戦前・戦中・戦後」の沖縄の暮
らしの変化を学び平和について考える体験型のワークショップ
を実施した。

　沖縄の戦前・戦中・戦後の「暮らし」に焦点を当て、当時の
写真資料を活用して時代ごとの状況を比較しながら、自分事と
して考えさせる取組を行う。

活動指標名
ワークショップの実施校数（累
計）

R7年度
進捗状況

実績値

R5年度

実施方法 当初予算額

一括交付金
（ソフト）

委託 25,655 25,955
一括交付金
（ソフト）

委託 26,152

主な財源 実施方法
R6年度 R7年度 R8年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 平和啓発プロモーション事業 予算事業名 平和啓発プロモーション事業



様式１（主な取組）

 (２)これまでの改善案の反映状況

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他内部要因
(改善余地の検証等)

　平和関連の類似事業を統合し、効率的・効果的な執行体制
を構築する。 ④ 創意工夫による取

組の改善(合理化・効
率化)

　対馬丸平和学習交流事業と平和関連施設ネットワーク構築
事業の内容を取り込む。

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　生徒向けのアンケートでは平和について家族や友達と話したり、学んでみたいと思うかという質問に対してほとんどが『思えた』と回答。グループワークが学習の中心である
ため、明るく和やかな雰囲気の中で進行でき、意見を出し合いながら、平和への考えを深めることができた。目標9校に対し実績16校だったことから「順調」と判断した。

令和7年度の取組改善案 反映状況

　県内の出前事業については、教育庁を通して６月～12月まで各月２校、離島の場合
は２校～４校に対し実施した。 
　県外の出前事業については、これまで行ったことのない都道府県へ県から直接連絡
を取り、２校～３校に対し実施した。

　県内では9月～12月にかけて各月2～３校で実施。離島は各月１校となった。 
これまで行ったことのない都道府県へ県から直接連絡を取るなどして県外出前事業を積極
的に取組、新規の学校を含め７校の県外出前事業を行った。 
　出前事業は児童、学生を対象に、平和祈念資料館に蓄積されている資料や沖縄平和学習
アーカイブサイト等を活用して「戦前・戦中・戦後」の沖縄の暮らしの変化を学び平和に
ついて考えるワークショップを行った。



様式１（主な取組）

【 】担当部課 【連絡先】 知事公室沖縄県平和祈念資料館 関連URL －

　平和学習の推進及び次世代への継承のため、次
世代に語り継ぐ担い手の育成を行う。

県,関係団体

次世代に語り継ぐ担い手の育成

沖縄戦の語り継ぎ手養成講座受講者数（累計）

40人 40人（80人） 40人（120人）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R7 R8 R9

主な取組 沖縄戦の語り継ぎ手養成講座 対応する成果指標 平和祈念資料館による平和講話等の実施学校数

施策の方向
・平和講話、平和に関するワークショップ等を活用し、県内教育機関をはじめ県外からの修学旅行生や外国人への情報発信に取り組むとともに、
戦争体験者等から思いを継承し、沖縄戦の記憶や記録を学び次世代へ語り継ぐ担い手の育成・確保を推進します。

「主な取組」検証票

施策展開 4-(1)-イ 沖縄戦の実相・教訓の次世代継承
施 策 ①平和学習の推進及び次世代への継承

施策の小項目名 ○次世代へ語り継ぐ担い手の育成・確保



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

順調

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　当初、受講生は40名いたが、継続参加できない方が３名いたため、結果的に37名となり、目標より３名少ない受講者数となった。

令和7年度の取組改善案 反映状況

戦後80年を目前に、沖縄戦を語り継ぐ機運が醸成された結果、想定より多くの修了生
を出すことができた。今回は県内在住者を対象としたが、県外在住者にも機会を与え
る必要がある。

県外から３名の受講者を迎えることができ、沖縄だけでなく、本土でも沖縄戦の実相を正
しく後世に伝える取り組みができるようになった。

R6年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　沖縄本島会場で27名、八重山会場で10名、計37
名に対して、約40時間の講座を提供し、37名の修
了生を輩出した。― ― 37人 40人 92.5%

令和7年度活動内容 令和8年度活動計画

　沖縄戦の語り継ぎ手養成事業の受託者を選定し、平和講話
（学習）を実践できる人材を育成するための養成講座を実施す
る。

　沖縄戦を語り継ぐ人材を育成するための養成講座を実施する
とともに、前年度の受講生に対し、フォローアップ研修を行
う。

活動指標名
沖縄戦の語り継ぎ手養成講座受講
者数（累計）

R7年度
進捗状況

実績値

R5年度

実施方法 当初予算額

一括交付金
（ソフト）

委託 6,544 8,573
一括交付金
（ソフト）

委託 9,330

主な財源 実施方法
R6年度 R7年度 R8年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 沖縄戦の語り継ぎ手養成事業 予算事業名 沖縄戦の語り継ぎ手養成事業



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他内部要因
(改善余地の検証等)

　受講者選定の基準が経験者が有利な状況となっており、見
直しが必要である。

⑧ その他

　未経験でもやる気のある方が受講できるように、受講者選
定基準を見直す。



様式１（主な取組）

【 098-894-2226 】担当部課 【連絡先】 知事公室平和・地域外交推進課 関連URL
https://www.pref.okinawa.lg.jp/heiwakichi/jinken/1008269/100

8405/index.html

　平和に関する県民意識の醸成のため、ちゅらうち
なー草の根平和貢の周知を図るパネル展を開催す
る。

県

ちゅらうちなー草の根平和貢献賞の周知を図るパネル展の開催

パネル展の開催箇所数（累計）

９箇所 ９箇所（18箇所） ９箇所（27箇所)

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R7 R8 R9

主な取組 ちゅらうちなー草の根平和貢献賞の開催 対応する成果指標 平和に関する社会貢献活動に取り組む個人や団体の数（累計）

施策の方向
・県内において平和につながる身近な社会貢献活動に取り組む個人・団体を「ちゅらうちなー草の根平和貢献賞」として表彰し、平和に関する県
民意識の醸成に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 4-(1)-イ 沖縄戦の実相・教訓の次世代継承
施 策 ②平和に関する社会貢献活動の推進

施策の小項目名 ○平和に関する県民意識の醸成



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

大幅遅れ

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　パネル展の開催箇所について、令和7年度は第４回ちゅらうちなー草の根平和貢献賞表彰式年度にあたることから、目標９ヵ所であったところを３ヵ所に減らした。そのため
進捗状況は「大幅遅れ」と判定。

令和7年度の取組改善案 反映状況

　沖縄平和賞と２年に１度交互に開催しており、周知広報等について連携・強化をし
ていく。

　ちゅらうちなー草の根平和貢献賞の認知度向上を目的とし、令和７年度は、ＪＩＣＡ沖
縄、沖縄市役所、沖縄県市町村自治会館でパネル展を実施したところ、パネル展の開催回
数は計３回となった。

R6年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　令和７年度開催の第４回ちゅらうちなー草の根
平和貢献賞表彰式に向けて、パネル展等の周知活
動を実施した。― ― 3箇所 ９箇所 33.3%

令和7年度活動内容 令和8年度活動計画

　令和７年度開催の第４回ちゅらうちなー草の根平和貢献賞表
彰式に向けて、パネル展等の周知活動を実施した。

　令和８年度は、沖縄平和賞授賞式と連携して、ちゅらうち
なー草の根平和貢献賞パネル展開催を開催する。

活動指標名 パネル展の開催箇所数（累計） R7年度
進捗状況

実績値

R5年度

実施方法 当初予算額

県単等 委託 0 2,252 県単等 委託 0

主な財源 実施方法
R6年度 R7年度 R8年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 ちゅらうちなー草の根平和貢献賞表彰事業 予算事業名 平和創造・発信事業に統合



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他内部要因
(改善余地の検証等)

　令和７年度は、戦後８０周年事業を多数実施した影響で、
当該事業の周知を優先した結果、本事業のパネル展の開催数
が減少した。 ① 執行体制の改善

　令和８年度は沖縄平和賞の実施年度であるため、平和賞受
賞者の決定および受賞式の開催周知の機会が多く見込まれ
る。同時に、本賞についても周知を図る。



様式１（主な取組）

【 098-894-2226 】担当部課 【連絡先】 知事公室平和・地域外交推進課 関連URL
https://www.pref.okinawa.jp/heiwakichi/jinken/1008269/100831

1/index.html

　平和推進に関心のある県内の若者が国内外で平
和につながる活動をする人材となるよう国際平和関
連の関係団体職員との交流や国際支援現場での
実地研修のほか、国際平和ネットワーク人材育成
研修事業等を実施する。

沖縄平和賞受賞団体

国際平和に関するシンポジウム等の開催

シンポジウム等の開催回数（累計）

１回 １回（２回） １回（３回）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R7 R8 R9

主な取組
沖縄平和賞受賞団体間のネットワークを活用したシン
ポジウム等の開催

対応する成果指標 平和に関する社会貢献活動に取り組む個人や団体の数（累計）

施策の方向
・平和で豊かな社会の実現に向けて、「ちゅらうちなー草の根平和貢献賞」や「沖縄平和賞」受賞団体とのネットワークを活用しつつ、平和に関
するワークショップやシンポジウムの開催に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 4-(1)-イ 沖縄戦の実相・教訓の次世代継承
施 策 ②平和に関する社会貢献活動の推進

施策の小項目名 ○平和に関するワークショップやシンポジウムの開催



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

順調

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　沖縄平和賞歴代受賞者との共催により、国際協力に関する人材育成を目的とした国内および国外でのインターン研修とフォーラムを実施した。 
目標のシンポジウム等の１回実施に対し、インターン研修を受講した学生によるフォーラムを１回実施できたため、進捗状況は「順調」と判定した。

令和7年度の取組改善案 反映状況

　インターン研修を学生の夏休み期間に実施するため、早期に受賞団体と調整をはじ
め、10月下旬の報告会実施を目指す。

　報告会であるフォーラムが11月上旬での実施にはなったものの、インターン研修自体は
９月中旬には実施できたため、学生の夏休み期間でおおむね実施できた。

R6年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　国際平和に関する研修等を実施し、沖縄から国
際平和を発信する意欲のある県内の人材を育成し
た。― ― 1回 １回 100.0%

令和7年度活動内容 令和8年度活動計画

　歴代受賞団体等と連携して、国際協力に関する人材育成を目
的とした国内および国外のインターン研修とフォーラムを実施
した。

　歴代受賞団体等と連携して、国際協力に関する人材育成を目
的とした国内のインターン研修とフォーラムを実施しる。

活動指標名
シンポジウム等の開催回数（累
計）

R7年度
進捗状況

実績値

R5年度

実施方法 当初予算額

県単等 負担 24,843 16,436 県単等 負担 30,732

主な財源 実施方法
R6年度 R7年度 R8年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 平和創造・発信事業 予算事業名 平和創造・発信事業



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他内部要因
(改善余地の検証等)

　国内でのインターン研修について、ターゲットが多く１週
間では一つ一つの内容についてより深く学ぶことができな
かった。

⑦ 取組の時期・対象
の改善

　歴代受賞団体のうち年度ごとにターゲットを設けて深堀り
した内容の研修にする。



様式１（主な取組）

【 098-894-2226 】担当部課 【連絡先】 知事公室平和・地域外交推進課 関連URL －

　平和推進に関心のある県内の若者が国内外で平
和につながる活動をする人材となるよう国際平和関
連の関係団体職員との交流や国際支援現場での
実地研修のほか、国際平和ネットワーク人材育成
研修事業等を実施する。

沖縄平和賞委員会,県

国際平和ネットワーク人材育成研修事業の実施

国際平和に関心を持ち、発信する意欲のある若い人材の育成数（累計）

４人 ４人（８人） ４人（12人）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R7 R8 R9

主な取組 国際平和ネットワーク人材育成研修の実施 対応する成果指標 平和に関する社会貢献活動に取り組む個人や団体の数（累計）

施策の方向
・平和推進に関心のある県内の若者が「沖縄平和賞」受賞団体等と連携した取組等を通して、国内外で平和につながる活動を行う人材となるよう
育成支援に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 4-(1)-イ 沖縄戦の実相・教訓の次世代継承
施 策 ②平和に関する社会貢献活動の推進

施策の小項目名 ○平和に関する人材育成



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

順調

R6年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　国際平和に関する研修等を実施し、沖縄から国
際平和を発信する意欲のある県内の人材育成を実
施した。― ― 4人 ４人 100.0%

令和7年度活動内容 令和8年度活動計画

　第13回沖縄平和賞受賞候補者の調査並びに沖縄平和賞の情報
発信および広報事業を実施した。

　第13回沖縄平和賞授賞式の開催および関連事業を実施する。

活動指標名
国際平和に関心を持ち、発信する
意欲のある若い人材の育成数（累
計）

R7年度
進捗状況

実績値

R5年度

実施方法 当初予算額

県単等 負担 24,843 16,436 県単等 負担 30,732

主な財源 実施方法
R6年度 R7年度 R8年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 平和創造・発信事業 予算事業名 平和創造・発信事業



様式１（主な取組）

 (２)これまでの改善案の反映状況

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他内部要因
(改善余地の検証等)

　内部での調整に時間を要したため県内の主要平和施設を訪
問するフィールドワークに十分な時間が確保できなかった。

② 連携の強化・改善

　内部での事前調整について、早期に着手することにより充
実したフィールドワークおよびフォーラムの実施を目指す。

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　沖縄平和賞歴代受賞者との共催により、国際協力に関する人材育成を目的とした国内外でのインターン研修と成果報告およびフォーラムを実施した。 
目標値の４人に対し、４人の学生を育成できたことから、進捗状況は「順調」と判定した。

令和7年度の取組改善案 反映状況

　インターン研修を学生の夏休み期間に実施するため、早期に受賞団体と調整をはじ
め、10月下旬の報告会実施を目指す。

　戦後80年の節目の年であり、海外インターン研修の受け入れに伴う歴代受賞者との調整
等に時間を要したため、報告会は11月の開催となったが、成果発表を兼ねたフォーラムを
実施できた。


